



m は檜®街道上からも見えるが道 
路沿いの砷（写真中》の裏側から 
«まで下ることがで s る*庵から 
少し先に土度屋も， 



秋川が檜原村からあきるの市へと流れ込むあたりにごうごうと流れ落ちる中山の 
淹がある。落差こそ•メ—トルほどしかないが、秋川の*富な水が幅六メートル 
の淹口から溢れ出る男性的で杂快な淹である。風土記には「鲇跳滝」として登場 
し、淹を遡る鲇やヤマメを捕つていたと記されている"山から木材を切出して川 
で搬び出していたころは、この淹が秋！ II 最大の難所であつたという。 


11贷の滝 


檜原村- 中 山の滝 





























ずっしりとした感触の解/ダル，各チーブルでは. 
惑慨深げに手に取る人たちの様子が a 受けられた w お 
祝いの H 轚に「ありがとラございました」と力強く応 
える w 木转：於 • リーセントパークホテル 


アトランタ•パラリンビック水泳闩本代表の幽々. 
(^ J 5 T ) 網メダルの裏舶には、点字がほどこされて 
いる，（写 ft 右〉 



• え <てびあんレポ— • 


第3回頒の会 



ブロンズ色の秋を祝ぅ 


今年の••嵐はオリンビックで話題騒然となっ 
たが「もぅ一つのアトランタ」パラリンピッ 
クで宵木彰信君(栄町> が供界の強榮を相手 
に水泳 2 補： 31 で堂々の〖銅」に輝いた。 

えくてびあんでは立川で、これぞといぅ活 
躍をした人を囲んで、その努力と栄誉を讚え 
「頒の会」を催してきたが、3回：！の今苹は 
肖木君の栄尅を讚えるパ—ティ—となった。 

集まった U 川人の - fl 志六十名からは、それ 
それに健關を讚え、「4年後のシドニーでは S 
非金を！』の励ましの声が間かれ、秋の一夕 
をブロンズ C 1 に染めあげた。 
































1996 • II • ! (月 I 回発行) 


月刊 • え<てびあん-立 JN と路ろう 立川に生きよう 


通巻 I 鱗 



秦礴に抑まれた請を谷川木軍氏が朗& 


蝎 除幕式後， 一 B 見よう 
と訪れる人たちの资も 


左から三田鶴吉氏、 ► 
离村規氏と®さん 



また一つ文学辦力 


、、 


光太郎詩碑が 
“詩歌のみち”を彩る 



平成3年に中村草田男句碑建立から立川市文化協会が 
中心となってはじめられた r 詩歌のみち j 。 

平成5年には若山喜志子、若山旅人、八木下禎治 
三人の碑が一度に建立。 

ひっそりとたたずみながら、 

文学碑は街に潤いを与えてくれている。 

去る10月7日、朿京都農業試験場敷地内に 
高村光太郎の歌碑が建立された。 

立川がますます詩情あふれる街となっていく。 


東京靴流*センター 

，川町1普4 一037,3641 

JA 経済センター 
_川町 2-44-3 _ Q 36-1824 

P A 聚京みとり ffllQEB 

>111 町 2-44-3 036-1821 

[^ジ ネスホテルクポタ 

^场邸 2-12-23 _ »22-1122 

> 蒙料理みよし 

1«»©2-10 »25-3873 

[ia 滕薬® 

卜町2香3 _»23-4067 

阵 H fg 

jMS 印 2-12-17 _ «22-8100 

[^醐 田酒店 

>崎町 2-2-17 _ «24-2960 

口] 由 

_柴椅町 2-2-8 _ 022-3733 

f _7 テイックリツチ 

柴的町 2-3-10 »28-2054 


コーヒ_豆を箱煎す5 




「珈琲夢職人」店主 
小松俊彦 


キヤノン01ショップ 

柴的町 2-3-6 _ 028-1501 

マイシテイ八ウス灿画过《 

柴崎® 2-3-6 _〇26-0148 

カフ1レストランほまれ驪 

荣崎® 2-4-15 _ »26-2232 

フ7フシ3ンハウスほまれ屋 

柴錄町 2-4-15 〇25-2788 



パツトパツトゴルフ 

泉町 _«25-2340 

リーセントパーク木テル 
霣士見町 2-1-8 »26-3111 


又 < てびあんエツセイ 參 Nq 45 


I 三田花店 
錦® 2-5-23 _ 024-4187 

セガ S 薬届 

嫌町 2-7-8 _ 025-9212 

マルミヤスポーツ 

拥町 2-7-8 _ 022-2912 

そば 离颸亭 

貉町 5-5-31 _ 022-2710 

BS タイヤシ a プブ 佐藤®会 
幸町5香2 _ 037-0912 

いなげや立 iM 幸 店 
空印 1-23-6 _ «37-1820 

ロッテリア立川 WH 9 •店 
幸® 4-38 _ »37-4413 

洋集子 マリアン 
高松町卜10-» 於 4-3912 

横 ffl ! 臛菓子店 

裏松® 2-11-23 _»22-2609 

新藤胄栗店 

高松町 2-3-13 _ »22-6443 

スーバー やなぎや 
高松® 2-5 _ 022-4322 

フレンド 霤屑 

离松町 3-18-2 _ 027-1555 

山 梨中央 錶行 must ® 
» ffi ®2-16-13 026-1571 

DAFE^eTAURAWT T 1 P . T 0 P 

裹松町 3-27-27 025-2030 



屋根裏的 
光景を楽しむ〜碍子 




民家の外镝に碍子が兄える0ここは玄士兄町のとある家®。 
電柱から引き込んだ窀線は碍子に支えられて家の中に消えて 
いく。外$にむき出しの碍 y とは今時めずらしい，この碍子 
を見た途端に、配電盤のヒューズを針金で代用していた頃を 
思い出した。漏電が原因の火災記事が良く新閒を飾つていた 
頃である。今は碍子自体を知らない也•代がそろそろ銳となる 
ころだろうか。甩なかしく はのぼのとした俵かしさを与 

える一昔前の『甩根裏的光®』である。 
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B 

あたたかな 


サービスで 


お迎えします 

® 富士銀行 


アムス株式会社 





忘年会•蹰年会のご予約はお旱めに。 


ク$ン字イール 

JR 立川駅南口讁訪通り«22-0729 


表紙 

は 

まいあ一と 
和紙給 
「古柳秋」 
by 井上延子 

語 

る 


| 立川國 

店 

1羽衣町 2-30 

022-3565 

| おそのい時計店 

| 贿町 2-32-2 

022-5211 

| 赤松タバコ店 

财町 2-42 

024-7852 

中 ft 豆腐店 


1羽衣町 2-12-34 

022-5723 

| 相凰レストラン1屋 

| 臟町 2-27-9 

026-3698 

さ< 

ら 

朱町?- 46-3 

036-8285 

永光薬 

局 

米町 2-58-7 

036-0206 

| メンズカツト 

ヤザワ 

|栄町2普8 

036-6716 

| ろちのやブルマン 


»24-9280 

獎容耋ア u 

1ス 

1 旃町 1-15-21 

025-1100 

looffee shoo 遊香 

I 卿- 4-24 

027-3840 

| ステーキの U 

ブレ 

卜町 1-8-3 

027-1630 

痔屋酒 

店 

|錦町 M -13 

022-3625 

T A P A 

S 

■ IMD 2-2-29 

029-0733 


びあ 




冷 

/%• 入がゐて、街があります。 

〆 あなたがゐて、立川があります。 

• そこにちょっとだけ、えくてびあん/ 

T リストのお店にはいつでもえくてびあん/ 



住友鑲行立 JH 支店 

W 町 2-17-15 _ «22-6171 

_茶アバン 
W 町 M 7-15 »27-4479 


日の出臞 

■町 2-2-18 


本店 

022-3 


多摩中央ミサワホーム 

曙町 2-8-29 _ «27-3388 

窗士齦行立 JM 支店 
W 町 2-4-6 _ »24-3121 

あら并鲡縑本店 
»明 2-5-12 _ 022-2957 

二木のパン 

曙町 2-6 _ »22-2278 

三上醒節店 

J 8 町 2-8-30 _ 022-3259 

木ワイト八ウスフロム中武 
爾即 2-11-2 _ »25-8558 

ばさ一じゆフロム中 R 
薄町： M 1-2 _ «22-1941 

フロム中武 1 F 受付 
晒町 2-11-2 « t 24-7111 

ケンタ^キーチキン Wims 
疇町2普16 028-2636 

トボス立川店 
W 9 I 2-18-18 »25-0331 



| ぼだい 
| 嫌町 2-4-18 

m 

028-0556 

| コマツホーム 

|雜町2+6 

»25-5811 

|隳 茶キャリー 

|嫌町 2-4-7 

028-2630 

| かみゆい ft わ 

1嫌町 2-4-8 

»22-8202 

| 芹沢ガラス店 

集鶫町 2-4-8 

022-3065 

小盡 

園 

柴两町 2-4-8 

«22-2894 

ユゥ都币 

i 企画 

|榮-3-13 

028-2556 

| マエダ文興 

雜町 2-6-2 

^25-6584 

手作0のお并当 

く 0や 

|柴綺町 2-9-3 

023-2590 

| 立川畐等技芸学麻 

1 *» 町2+4 

»22-3424 

| プックスしんあい 

柴«町 3-1-1 

ft 274701 

松山鸞顧 

i 届 

« N «3-13-25 

022-2550 

こむろ涵 

i 店 

榮筠靼 3-14-3 

022-2613 

| ゴンフアノン•クポ立川店 

荣«町 3-4-2 

027-7413 

かっ 

龜 

細町 3-5-2 

025-7647 


京«立川南口 JS 
，崎町3-6‘2 — ft 21-4640 

^ S ふなやま 

町 3*6-23 _ »27-2780 

i 摩中細金廳 nose 

JW 8 町 3-7-4 _»28-2211 

>リオン霤房 

町3+27 _»25-3111 

^0光証券立 JH 支店 

[^•1003-8-2 _ tt 24 -1321 

> ノ国屋立川店 

^葉町 1-13-2 _ »36-1604 

$ とんの青木寝商 

p 菜町 1-8-1 _»36-6833 

pL ッソ石 ft けゃききストシ釁ン 

[8 XQJ 2-1 _»35-3081 

[ I 、 な丨ブや 若*町 店 

，葉印 3-21-1 _«37-4119 

[7 レミネ fflll 店 1 F * 付 

$ 町2十1 _ 027-1411 

エミリ-フロィ 
p 町 2-4-28 _ 027-4138 

> ルビ3ン 

，町 2-4-28 _«25-3824 

| caf 6 バーゼル 

卜町 2-11 — 023-3746 

fTt ティスリーバーゼル 

> 町 2-11 _ 023-3746 

fb ツテリアルミネ《 

薄町 2-1-1 024-7433 


/!. 1 嵐栄治氏の挨拶では： J められ 

た除%式第一部の嵌後に a ， 碑に 

刻まれている詩を立川市民俳句会 

の c 分 ni 水卑氏が朗詠" 

葱 

立川の友违から 13 いた葱は、 

長さ二尺の tl 根を橫へて 

ぐつすりアトリエに«こんでゐる。 

三多摩平野をかけめぐる 

風の申し子、冬の ffl 銳。 

俄を敢いた大胆不敵な葱を a ると， 

ちき L やぅ、 

造形なんて釤がぅすいぞ。 

友がくれた一束の葱に 

俺が感謝するのはその抽象無说だ= 

大正十四年高村光太郎詩集ょり 

この詩が 2 力所の»正をその i 

まに自笨原栢•どおり' 石に刻まれ 

ている。当時、®村光太郎夫人で 

ある S 忠子さんと交友の*つた， 

典率 SA 蜍場(视典类试躲埸)の 

埸长夫人佐你沒チさんから瞄られ 

た- SX 川«の葱"その葱の詩だとい 

う•詩碑の建つている場所は、そ 

の頃 ft 取试騃場で »] いていた人た 


ffi 川から浅^川•多毕川へとつ 
づく遊歩进、奇木|[/抆のァィデァ 
<:応ぇて免名されたといぅ r 詩?); 
のみち/昭和8年 i : 件 i / f 寺で； * ま 
れたといぅ屮付皁田刃の^婢迚ヶ 
をはじめ£1て*その筏，立川 IIJ 
M & 榀扯会館削詩?>:のみち水凇 W 
近には、荇山牧水の者である ir ? 志 
+の歌碑が' 化 Ml 公 m 内には. & Y - 
である r , : 山枨人 <苗上兒町在住> 
の软碑が述ち’市符球場刖の根川 
Igicl : は八木下 W 治の肷碑が迸立 
されている。点在するケ川ゆかり 
の软砗は Jfi ゆく人に^ W をなぇて 
いる" 

今：1、^^邯《業试験塲»地内 
に，- i 川ラィオンズクラブ削 yr30 
51年を^念して , #啲された、岛 tt 
忙太郎诗#は高科現氏&枝のもと 
迚立された。 

大卍^年に视在の笛士兑町に移 
知して来た辟紫试蚨 5 T 女1村光太 
郎が詩を泳んだのは、その約一年 
後になる- 

奥多摩街 ift から少し人つたとこ 
ろ、人きな杉の根元にある2本の 
Yi 榴の木に挾まれるように詩碑は 
迚つている。 •>: 川市文化協会会^ 


▼注目の蛛 m の麟 M 



n 1ヒ —. ft と g ぅと' 茶色くて.*'/ W 中に# I れ目がある。 
あの哀い香りがする物。と、思い浮かべるのが#通だと 
思いますがあの茶色い色や，良い香りは、最初からあ 
る訳ではありません。 

生の n 丨匕1豆は•緑色で#通 n 丨ヒ—豆 ts われて 
思い浮かべ6物とは*ぜんぜん ii います。この生のコー 
匕—豆の中 U は，香り tn 夕があります。その费かな n 
クと爵りを一〇〇%?|き出し•吿さん1:飲んで Tfl けるょ 
ぅにする作燊が *«« i です。 

n 丨ヒー W 生！ Di は，丸く肉厚で硬くて、沢山水分を含 
んでいます。焙煎は、そのコーヒー豆に外から熱を加ぇ 
て水分を抜きながら、芯と外側を同時に焼いていきます U 

焙煎は 、 n — ヒ Is の棟類はもちろん，収稽された時 
朗 <予想)、その日の天氕、氕溫，焙煎機の状雔にょっ 
て、その aa 少しずつ焙煎方法を変ぇます。 

私がコーヒー豆を焙煎するときは ' n 丨ヒ—豆 t 纣盆 
します。そのコ—ヒ t 豆の|番美 I い ffi 煎度合いは焙煎 
される n I ヒ ts 自身が，|番ょく知つているからです。 
それが n 丨ヒー豆を一洛荚しく焙热出米る方法だと思い 
ます。対 SS と S つても n — ヒ—豆が H 葉を話すわけでは 
ありません" 

私の場合•人？?した生の n 丨ヒー豆の麻袋を開けて、 
コーヒ11口'の！ l を m く事から始めます。 

コ|ヒ—殳は、深い鉍色，粒の大きさ、表面の艷等で • 
どういう風に焙煎してほしいか a し褂けてきます。 

焙煎機を暧めて、さて焴煎開始です。 

コーヒ—豆は•焙 *( 檐の中で暖まり、芯に熟が通ると 
又 5 S し褂けてきます。# BS まつたよつ*て n そしてここが 


-番いい所，と！！ n う所で nt ヒ t 豆は、なんとも君えな 

い良い香りがして♦今が•番おいしいよ〇 4 て教えてく 

れます■•番良い所でする句いは， nt ヒ f の香りとは 

かなり£う物で，焙煎している人問だけが分かる，嵌高 

の瞬間です" 

しかし、铒日、毎 H 培®してもやつばり雌しいものは 

■しい-私には目指している味があります•あるべテラ 

ンの焙煎人の方に吕われた車があります；焙#(する入問 

は•自分が本当に美味しい眛を知らなければ•絶 W に芙 

味しい味は作れない*と。宰い私は•その方に出会えた 

ことで本当に荚味 I い n 丨ヒ|と出会う串が出来ま I た 0 

私が S う本当に美味しい n 丨ヒ—とは， n クがあるとか， 

香りがあると H う当たり前の事でなく，完熟した果物の 

様な昧がするコーヒ I としか X 現しようがない物です 0 

私は，先ほどお誌した超べテランの焙煎人にお会いす 

るまでは，®煎は^なる技術だと思つていま I た•焙煎 

が h 手く出米ればコーヒーは美味しくなる、理想のコ丨 

ヒ I が完成すると思つていました。しかし、その方のお 

話をお聞き I ているうちに分かつた$があります”その 

n 1 ヒ彳を»煎する人間の性格や人生観が n 丨ヒーの味 

に出る。 

そしてもう|つ私の将来' 向かうべき方向を ft えてく 

れた一! m があります。，もし私の nlt — の味が好きで、 

このコーヒーの味を出す培煎を出米るようになりたいの 

なら、私の人生親を勉強しなさい*と。 

今私は、焙煎とはどういうこ t かがやつと分かつてき 

た樣な氕がします B 分が焙煎する n 丨ヒ I を美味しく 

するには、 . H 分 0 身の人 IH 1 性を麻いていくこと*と言う 

事を。 



ちの宵含があつたところ。佐任場 

鼓夫金もそこに住んでいた。 

はじめてこの高村光太郎の詩を 

読んで、「立川の^連」とはいつた 

い81であろうかと調べていくうち 

に佐 tt 場.长であることがわかつた 

と絡る立川«光協会会長の三田！？ 

吉氏。あの商忖光太郎が『友遠」 

t いうのだから「なみたいていの 

人ではない t 思つた」ともいう0 

日本ではじめて鲇やザリガニの 

费殖を手掛けたという佐*場长。 

どんな\柄であつたか当時を知る 

人は、現在ではほとんどいない。 

立川市文化協会が乎成3年から 

街づくりの一環として推し進めて 

いる「詩歌のみち」。今世紀中に、 

合計十基の文学«の建立が11さ 

れている。 

除慕式の第二郎で三田氏は-111: 

川の文化発样の W となり、 i た光 

となりますように」と&杯のおん 

どをとつた • 

两水の涑れるこの遊歩道 ： rft 

近では文学 ft 歩に訪れる人も多く 

兒受けられるという。この次はど 

んな文学碑が flr 川の街を彩るのだ 

ろうか。 


立川美術会 
に在裔する井 
上さんの今 IH 1 
の作品は秋の 
依都を味 W に 
L たもの。和 
紙絵をはじめて5年■和紙絵とち 
ぎり絵の逢いは、 T - でちぎること 
にこだわらないこと®ハサミで切 
つた細かい和紙をちりばめたり， 
その自由さは作り f の想像力しだ 
い•丼上さんの和紙絵の先生は、 
自ら 和紙を染める。同じょうに 1¢! 
めて t、 2 度と同じ色はでない • 
和紙との出会いもまた，和舐絵を 
作るうぇで大きな楽しみの1つ。 
和紙の質 S にひかれるという井 . h 
さんが、かつて P 1 仝の先輩に「あ 
なたの和紙絵は，白い絵の具で描 
いているのと同じだ」と言われた 
ことが，今でも胸に残つていると 
いう*自分の想う3分だけの色で、 
兄る人に語りかけていくとき•本 
翁の# t さんの it 郜ができ»が C 
ていくのかもしれない。 



真如苑だより 


街を歩くと、たわわに寞つた柿 
の寞が夕塊け色に染まつて、突り 
の季節の到米をつげているょぅで 
す-11月。深秋に li つと一息，今 
年をふりかぇ〇てみてはいかがで 
しょ•フか。 

ft 如矩では、今 C ： も皆様のお越 
しをお侍ちしております。 

■日時 11月 19 HW 

2時彳4時 

■御本尊， 典如宝物館をはじめ t 

して映 lij など盛りだくさんの用意 

がしてございます • 

■お申し込みは 「ぇくてびあん • 

コンパ-1オン」(本誌を手搜して< 

れた人> へ。 


東風 


青木彰佶荞< 20 +•栄町 ) がパ 
ラリンビック、水泳妓抆で銅メダ 
ルに輝いた"それも 2 つ。五〇メ 

I トル〇由^、44秒83◊百メ—卜 
ル自由型、1分39杪 ST 資木君は 
本米、二百メートルを得意と I て 
世界記録保持者でもぁったのだが 
今回のパラリンピックでは•ター 
ンの時に水を飲んでしまい‘ tif し 
くも途屮窠推となつてしまつた。 
それにしても、銅2つは快挙で/) 
る ♦だが、 4 c 木 e のアトランタ W 
報が、なかなか伝わつてこない6 
テレビにも新 pfll : も a 場しないの 
だ•新聞では、スポ！ゾ面には«!; 
らずに、話超性のあるパラリンピ 
フク « f 梅が「社会卤」<:とりあげ 
られているにす > i .ない C ならばわ 
が「えくてびあん」誌が•せめて 
立川人にだけは W 木： e の快学をお 
知^せ L た U ' ものと、 ^ Ifif ltA 金や 
水泳協会のご! $ IM 1 を得て「頒の会」 
を Rfl いた ♦そもそも 「袖」{しよう) 
には•人を！！える t いう意眛あい 
がある。えくてびあんでは®去に、 
¢.11物 v -fl 家の久田雅夫さん，汜糸 
文学の森忠明さ/ V t 詩人の清水た 
み子さんを拥んで「袖の会」を開 
いてきたので*八，回は 3 f « lB 4 +M 
木彰佶若を iffl む会を W いてよかっ 
たと思うのは，陣荠をもつ人と® 
常右とが共<:生きる®:びを語り* 
えたことだつた。この飲びをスボ 
—ツに終わらせることなく*他に 
振り向けよという励ま L であ〇た- 
♦行 秋や抱けば#に添ふ えく 
てびあん 

<驅鶬)涫田«_牛田瓤 I 小杉 WS 小林** 
覼川 a 名釀驗真 s ^ iE 仏！ T { s«l 
tii 田)?.7«本わか二 
天 n 武隽执《 I 明并上律右 
スタジオ2 U > 3 中 «•# 五来寧平 


砂川町 


酬えくてびあん第 14 B 号 

平成八年+ I 月 I 日抑 ： t 

癸行所えくてびあん典煤 r 5 t 

束京！ sJt 川市吒町 2 - l 7 :n 

杉田ビル 6F 〒!90 

希：： 10 四二五@し 08 2 

FAX 〇四二五 ！ R —2 9 7 

嫌—行人 ^ 

1 啓介 # IB 

印剃所眯大*社 





































































































































































立當畫 



絵•文中西章 <若菜町) 


【オオカマキリ】 

カマキリ目カマキリ^ 


us * の雌。低木の枝や、草の茎に、： © 二 
畐の®^^の泡で包んで産付する。 

泡は^®すると、スポンジ状になり、秀れ 
た 12寒効力がある。きびしい冬 S して、来 
年の五月、幼虫 f まれる。肉^一で、他の 
昆出冬_するが、動^^か喰べないので、 
しばし！！どぅし共吹いをする。交 M する 
の^^がけで、その$に頭か^^ベられる 
雄を時々 EH 3 N 4- る。成虫になるまで、天敵の 
f 虫や、烏に襲われ、生—は1毯だと 

云われている。 















